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千葉県立東金特別支援学校  “私は、できる。”「オリ・パラ」推進隊の挑戦！ 

 

１ はじめに  

 本校は平成 29 年度からオリンピック・パラリンピック教育（以下、オリ・パラ教育）を推進して校内

で進めてきた。その実践が認められ、平成 30 年度から千葉県教育委員会より「オリンピック・パラリ

ンピックを活用した教育推進事業」の指定を受け、今年で指定４年目となる。 

オリ・パラ教育推進にあたり、児童生徒主体の「オリ・パラ」推進隊（以下、推進隊）を平成 30 年度

に立ち上げた。これは、校内はもとより、地域にオリンピック・パラリンピックやパラスポーツを広め

ることを目的に結成された児童生徒主体の組織である。 

現在は小学部６名、中学部 11 名、高等部 11 名の計 28 名が所属している。 

推進隊の地域への活動として、地域の方を対象に障害者スポーツの体験会（「オリ・パラ」サマーセッ

ション in 東金）の開催や、地域の小・中学校に推進隊が訪問し、講師としてボッチャの出前授業（「オ

リ・パラ」キャラバン）を行っている。 

 

２ 「I’m POSSIBLE」教材との出会い。そして、推進隊の実践へ 

推進隊は、平成 30 年度の「オリ・パラ」サマーセッション in 東金で招いたマセソン美季氏が紹介

した国際パラリンピック委員会公認教材「I’m POSSIBLE」に出会い、この教材から身の回りの「でき

ない」を「できる」に変えていく工夫について考える大切さを学んだ。 

「障害があってもみんなと同じようにできることを見せたい」「オリジナルボッチャ動画を作成し小中

学生に見せたい」等強い意志やアイディアを出す姿が見られた。 

推進隊は 8 月に行っている地域の方を対象とした障害者スポーツ体験会である「オリ・パラ」サマ

ーセッションや小中学校に訪問し、ボッチャの出前授業を行う「オリ・パラ」キャラバンをとおして

「I’m POSSIBLE」から受けたことを活かすこととした。 

推進隊は、毎日休み時間に小・中学生に伝わる説明の仕方を、自分の言葉で伝えることができるよ

うに考え、ボッチャの審判練習やオリジナルボッチャ動画を作成した。 

 当日は、自分なりの言葉やオリジナルボッチャ動画等で小中学生に気持ちを伝え、練習の成果を発

揮することができた。小中学生からは、「今までオリンピックしか見なかったけどパラリンピックに興

味をもった」「家族にボッチャやパラリンピックの魅力を教えたい」等、パラリンピックの見方の変

化、興味関心の関心度の向上を伺うことができた。また、「推進隊を見て障害のある人ない人の違いは

あまりないと感じた」「どんな人にでも平等に接したい」等、障害者に対する理解の向上が感じられ

た。さらに、「推進隊の話し方や紹介動画が分かりやすい」等の推進隊の取り組む姿に対する感想も多

くいただいた。 

パラリンピック教育はリバースエデュケーション（逆向きの教育）と称されている。今回の「オ

リ・パラ」キャラバンで学んだり、感じたりした児童生徒が家庭で障害について話題にする等、保護

者とともに考える機会になったと相手校より報告をいただいた。「オリ・パラ」キャラバンでの実践を

とおして、推進隊の努力が認められ、パラリンピック教育を体現した取組が評価される形となった。 

  

３ 東京 2020 パラリンピック閉会式で I’m POSSIBLE アワード開催国特別賞 受賞へ 

 I’m POSSIBLE 教材からヒントを経た推進隊の実践を、国際パラリンピック委員会主催の I’m 

POSSIBLE アワードに応募した。全国 177 校の応募の中から、『I’ｍ POSSIBLE』から学んだことを地

域コミュニティの課題解決に活かし、優れた取組を行った日本の学校として本校が I’m POSSIBLE アワ

ード開催国特別賞を受賞した。 

 受賞は東京 2020 パラリンピック閉会式内で行われ、「オリ・パラ」推進隊隊長の生徒と担当教員で表

彰を受けた。 
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４ 広報・報道実績 

 〇報道機関 

NHK、NHK E テレ 東京 2020 パラリンピック閉会式（9/5）放送 

NHK 首都圏ネットワーク(9/13)放送 

  チバテレビ ニュースちば 600、ニュースちば 930（9/13）放送 

  NHKweb ニュース(9/6,13)掲載   千葉日報(9/6,14)掲載 

産経新聞(9/7)掲載         東京新聞(9/14)掲載 

読売新聞(9/15)掲載         朝日新聞(9/21)掲載         

 〇校内・その他 

  本校発行 学校だより（特別号）（9/17 発行） 

オリ・パラ通信（第 27 号）（10/1 発行） 

  千葉県教育委員会 HP「教育フォトニュース」（9/30）掲載 

  （https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/seisaku/kouhou/photo-2021/210913.html） 

  千葉県教育委員会「県教委ニュース」Vol.278(10 月号) 

東金市広報「とうがね」（9/15 号）（10/15 号）掲載 

    

５ 取組への反響 

  I’m POSSIBLE アワード開催国特別賞の受賞を機に、評価された活動（「オリ・パラ」キャラバンや

「オリ・パラ」サマーセッション等）について地域の方に多く知っていただいた。また、推進隊の存

在も一層認知が高まりと同時に、パラスポーツに対する注目も高まっている。 

  また、推進隊の活動を受け、11 月 23 日（火・祝）に千葉ポートアリーナで行われる「パラスポー

ツフェスタちば 2021」へのパラスポーツ体験会コーナーの補助役員としての協力依頼を受け、参加す

る予定である。 

 

６ 今後の方向性 

  東京 2020 大会が閉幕し、オリ・パラ教育はここからがスタートである。本校の推進隊は、東京 2020

大会後も地域において「オリ・パラ」キャラバンや「オリ・パラ」サマーセッションを中心にパラス

ポーツの推進を図ることはもとより、パラスポーツをとおした障害者理解の促進、共生社会の実現に

向けて取り組んでいく。また、パラスポーツを中心に地域に推進していく目的として、これまで活動

してきた「オリ・パラ」推進隊の名称をパラスポ推進隊に変更（10 月から）して、さらなる発展を目

指して活動を開始している。 

  ボッチャやゴールボール等の総称である「パラスポーツ」がいつしか、「スポーツ」として認知され、

また、地域の方に気軽に取り組めるものとして、パラスポ推進隊を中心に展開していきたい。 

  そして、本校の児童生徒たちが、パラスポーツをとおして、生涯スポーツとしてつながっていき、 

“する”楽しさ、“見る”楽しさ、また、“支える”大切さをさらに深く学んで学習につなげていけるよう

にしていきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I’m POSSIBLE 
AWARD 

EXCELLENCE HOST COUNTRY 

SCHOOL 

TOKYO 2020 PARALYMPIC GAMES 

東京 2020パラリンピック 

I’m POSSIBLE AWARD 

開催国特別賞受賞 

『I’ｍ POSSIBLE』から学んだことを地域コミュニティの 

課題解決に活かし、優れた取り組みを行った日本の学校  

受賞したソメイティの 

ぬいぐるみと銀の皿 
東京 2020 パラリンピック閉会式 

受賞の様子 
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「オリ・パラ」推進隊･･･2018 年に結成。校内、地域にオリンピック・パラリンピックや

パラスポーツを広めることを目的とした児童生徒からなる主体の組織。東京 2020 大会

後は、パラスポ推進隊として改名し、校内、地域にパラスポーツの魅力をさらに広め、     

共生社会の実現に向けてムーブメントを起こしていく。 

千葉県立東金特別支援学校 

  

「オリ･パラ」サマーセッション in 東金 

地域の方対象のパラスポーツ体験会実施 

「オリ･パラ」キャラバン 

小･中学校へ訪問しボッチャの出前授業 

  

千葉県開催競技 

オリジナルソングの作成 
ボッチャオリジナル動画の作成 

地域イベントへの参加 
ボッチャ体験会を地域イベント内で展開 

地域に発信!「オリ･パラ」推進隊!! 

 パラリンピアンの講演に感銘を受けた児童生徒たちの「『I’ｍPOSSIBLE』を通して学びたい」
との声から取組がスタート。2018 年に「オリ・パラ」推進隊を結成し、学校内にとどまらず、   

周囲の小中学校・地域に対して パラスポーツの楽しさを伝える創造的な取組を数多く実施。周り
の人々の障害に対する意識を変えていったことが国際パラリンピック委員会より評価を受けた。  

「オリ･パラ」推進隊 
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R3.9.14 東京新聞 

R3.9.6 千葉日報 
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R3.9.14 千葉日報 

R3.9.21 朝日新聞 
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R3.10 県教委 県教委ニュース 
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